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七
月
十
五
日
、
洞
爺
小
学
校

の
全
校
生
徒
、
教
諭
の
計
六
十

五
名
が
中
島
に
渡
り
、
体
験
学

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
、
村
の
「
特
色

あ
る
教
育
活
動
」
事
業
の
一
環

と
し
て
、「
中
島
を
探
検
し
、

洞
爺
村
を
見
つ
め
直
そ
う
」
と
、

中
島
の
洞
爺
村
エ
リ
ア
（
西
山
、

北
側
湖
岸
な
ど
）
で
野
性
味
あ

ふ
れ
る
自
然
や
、
村
の
未
知
な

る
環
境
を
体
験
し
、
新
た
な
視

点
で
地
域
を
と
ら
え
、
自
然
や

環
境
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め

た
り
、
広
げ
た
り
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。中

島
で
は
、
洞
爺
ガ
イ
ド
セ

ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
、
洞

爺
湖
、
中
島
の
成
り
立
ち
や
、

エ
ゾ
鹿
と
自
然
と
の
関
わ
り
、

樹
木
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
探
検
を
楽
し
み
ま
し
た
。

香
川
県
財
田
町
民
ツ
ア
ー
の
四

十
九
名
の
皆
さ
ん
が
、
七
月
三
十

日
の
洞
爺
夏
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て

来
村
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
旧
三
樹
園
庭
園
内
の

大
久
保
　
　
　
翁
の
胸
像
前
で
記

念
撮
影
後
、
役
場
で
の
歓
迎
式
に

臨
み
ま
し
た
。
役
場
で
は
村
内
の

関
係
団
体
代
表
と
の
懇
親
会
に
先

立
ち
、
姉
妹
町
村
盟
約
三
十
周
年

に
あ
た
り
記
念
品
を
相
互
に
贈
る

た
め
、
近
藤
財
田
町
長
と
菊
地
村

長
が
、
目
録
（
財
田
町
よ
り
、
記

念
樹
（
百
日
紅
）
一
式
、
洞
爺
村

よ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
一
式
等
）
を

交
換
し
、
今
後
も
相
互
交
流
を
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

歓
迎
会
及
び
懇
親
会
後
に
、
財

田
町
の
皆
さ
ん
は
、
洞
爺
夏
ま
つ

り
会
場
に
移
動
し
、
財
田
町
か
ら

贈
ら
れ
た
ち
ょ
う
さ
や
山
車
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
パ
レ
ー
ド
、

花
火
な
ど
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

中島北側湖畔でガイドさんの説明を聞く

高速艇に乗り込み、いざ中島へ！

ツアーで訪れた財田町の皆さん

記念品目録を交換する
近藤町長と菊地村長

洞
爺
再
発
見
！特色

あ
る
教
育
活
動

姉
妹
町
村
三
十
周
年
記
念
事
業

財
田
町
民
が
夏
ま
つ
り
に
来
村


